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海 野 十三 



深夜の 事件 

黒眼鏡に、 ひどい 猫背の 男が、 虎猫 色の 長い ォ ー バ— 

を 地上に ひきずる ようにして、 深夜の 町 を 歩いて いた _ 

めずらしく 暖ぃ 夜で、 町並 は 霧に かくれて いた。 も 

は や 深更 のこと とて 行人の 足音 も 聞えず、 自動車の 警 

笛の 響 さえない。 

黒眼鏡に ひどい 猫背の 男 は、 飄々 として、 S 字 状 

に 曲った 狭い 坂道 をの ぼって 行く。 この 男 こそ、 名乗 

り を あげるなら 誰でも 知っている、 有名な 頑張り 探偵 



ふくろび ようびよう 

の 袋 猫々 その 人であった。 彼 こそ は、 かの 大胆 不 

きこう ひんぴん うてい てんく 

敵に して 奇行 頻々 たる 怪賊の 烏啼天 駆と いつも 張 合つ 

ている ので 有名な わけだった。 そして 彼 は、 おおむね 

烏啼 のためにして やられる ことが 多く、 従来の スコア 

は 十九 対 一ぐ らいのと ころであった。 しかし 名探偵 袋 

猫々 に は、 常に 倦まず 屈しない 頑張りの 力が あった。 

ねこ ぢ から 

それ は 猫 力と いう やつで あつたが、 彼 はこの 猫 力で 

もって、 いずれ 近いうちに めでたく、 怪賊烏 啼めを 刑 

務 所の 鉄 格子の 中に 第一 一封 鎖 せんこと を 期して いるの 

だった。 

さて その 袋 猫々 探偵が、 S 字 状の 坂道 を 半分ば かり 



「はは あ、 察する ところ あなた は * ベニスの 商人， の 

物語に 読み耽けられ たんだな。 心配 はいらんです。 こ 

こに は シャイ ロック は 居ません し …… 」 

「ああ 僕 は 死ぬ、 心臓が なくなって は …… 」 

「それが あなた 真理に 反して いるので すよ。 いいです 

か、 およそ 人間た る ものが、 心臓 を 失ったら、 立ち 処 

に 死んで しまう でしよう。 しかるに 君 はちゃん とこう 

して 生きて 居らる る。 それならば 君の 心臓 は 盗まれて 

きのう 

いないと 帰納して よいじゃありません か。 どうです」 

袋 探偵 は、 若 紳士に 対して 嚙んで 含める ように 説い 

たつ もりであった。 気の毒な 若 紳士よ。 君 はこの 頃に 



は め ずら し い 神経衰弱 にか かり、 恐ろしい 幻影に 怯 や 

かされて いるので あろう。 

だが 探偵の 説得 は、 効 を 奏しなかった。 かの 若 紳士 

は、 毛布の 中から 血 だらけの 手 を 出す と、 自分の 胸 を 

指して 叫んだ。 

「このと おり 僕の 心臓 はなくな つてい る。 君 はみ えな 

いの か」 

みは 

これに は 袋 探偵 は 目を瞠 つて、 急いで 懐中電灯 を 取 

きょ うがく 

出す と、 その 灯 を 相手の 胸へ 向けた。 彼 は 驚愕の 声 

の ほうたい 

を 懸命に 嚥ん だ。 若 紳士の 左 胸に 捲いた 繃帯 は、 空気 

ま：：.' 

の 抜けた ゴム 毬の ようにへ こんでいた。 



して いるんで す」 

「まま * つ」 

と、 検察官た ち は、 黒 箱へ 耳 を 寄せて、 おどろきの 

あまり 口 を 丸く 開く。 

「お分りに なった でしよう な。 このような 優秀な 代用 

心臓 を 供給し、 それ を 見事に 取 付ける 手際から いって、 

その 下手人 は烏啼 めの 外に はない と 断言が できます。 

これが 第二の 証拠です わい」 

「まま < つ」 

「それば かり か、 この 黒い 風呂敷 を ごらんなさい。 こ 

こに 見える の は、 ^の哆 をした 染め抜き 模 K です。 



これ は 赤 ン坊が 見ても それと 判断が できる でしよう、 

^ J の 風呂敷が 奇 賊烏啼 の 所有 品 だ という こと は … … 。 

これが 第三」 

「ほほう、 これ は 気がつかなかった」 

「第 四に は、 賊 はこの 青年 紳士 安東 仁 雄 君の 心臓 を 強 

奪す ると 共に、 直ちに 代用 心臓 を 与えて 居る。 つまり 

賊は、 被害者の 生命の 保護と いう ことに ついて 責任 あ 

る 行動 をして 居る。 このように 仁義の ある 紳士的な 賊 

は、 烏啼天 駆め の 外に はない のです。 有名な 彼の 言葉 

に —— 〃健全なる 社会経済 を 維持す るた めに は 何人と 

いえ ども、 ものの 代金、 仕事に 対する 報酬 を 支払わな 



ければ ならない。 もし それ を 怠る ような 者が あれば、 

まにんげん す リ 

その 者 は 真人間で はない。 たとえ 電車の 中の 掏摸と い 

がまぐち す と 

えど も、 乗客から 蟇 口 を 掏り 盗った とき は、 その 代償 

として 相手の ポケットへ、 チョコ レ ） ^か 何 か をね じ 

こんで おくべき だ。 そういう 仁義に 欠ける 者 は 猫 畜生 

にも 劣る， —— というの があります がな、 猫 畜生なる 

言葉 は 適切で はな いが、 その 趣旨 は 悪くない と 思う。 

つまり 相手から 心臓 を 奪いながら、 すぐさま 代用 心臓 

を 仕掛けて 相手の 生命 を 保護 するとい うや リ方 は、 こ 

れ は烏啼 めの やり方です」 

「ふふん、 ふしぎな やり方で すな」 



だと 思う か」 

「恋愛 事件が 発生して いるので すね」 

「ぷ ッ」 と 新聞記者 は 噴き だして 「恋愛 事件 だって。 

しかし 烏啼は 男の子だろう。 男の子が 男の子の 心臓 を 

盗んだ つて 一体 何に なろう。 況ん や、 言葉 じ や * 心 を 

盗む， とか、 〃心臓 を 自分の 所有に する， とかいう が、 

ちなまぐさ 

ほんものの 血腥ぃ 心臓 を 盗んだ つて、 なんにもなら 

んじ やない か」 

記者た ち は 笑いながら 散って いった。 

あとに 袋 探偵 は、 猫背 を 一層 丸く して、 一 つ 大きな 

くさめ をした。 それから 彼 は 手の甲で 演 をす すりあげ、 



て 下さいつ て」 

「いう だけ はい つ てみ ましょう」 

「とにかく こうして 代理 心臓 を 首から 釣り下げて いた 

ん では、 恰好が 悪くて あの 娘の 前に も 出られません し 

ねえ」 

「そう、 その * あの 娘， について 伺いに 参った わけで 

すが、 そのお 嬢さん のお 名前 はなん というので すか」 

「今 福 西 枝と いうんで す」 

安東 はべ ッドの 上に 指で その 字 を 書いた。 

「イマ フク. ニシェ さんです ね。 よう ござんす。 ひと 

つ 努力 をして 見ましょう」 



た。 

(はてな。 それ はすこし 解せない こと だ わい) 

と、 袋 探偵 は 頸 を ひねった。 というの は、 彼 は 安東 

が 自分の 病床の まわりに 若い 看護婦 を 五六 人 も ひきよ 

せて、 き や つき や つ と ふざけて いた この間の 光景 を 思 

い 出した からだ。 また 安東 は、 口で は 自らの 気の 小さ 

いこと を 訴える が、 しかし この間 は 血色 もよ く、 言葉 

も はきはきして、 なかなか 元気に 見えた のだった。 

どこかに 喰い 違いが ある。 それとも 証人た ちが 揃つ 

て噓 をつ いている のか もしれ ない。 しかし 揃って 噓を 

つくと いう こと は むずかし いこと である。 探偵 は、 ま 



まさ 

野郎 は、 誰が 何とい おうと、 正しく 賊烏啼 めに 違いな 

い。 これで 三角形の 三つの 頂点 ABC が 見つかった ぞ。 

よし、 それなら こっちに もやり 方が ある」 

さきに 告白 を 受けた 安東 仁 雄と 今 福 西 枝の 関係、 そ 

れ から 今の 今 福 西 枝と 烏啼天 駆の 関係が 明白と な つ た 

以上、 もう 一 つの 烏 啼天駆 対 安東 仁 雄の 関係が 当然 想 

到され るの だ。 そして この 第三 関係の 深刻の 程度 は、 

他の 二つの 関係に よって 決まる。 この 三角関係の 実相 

調査 こそ、 本 事件 を 解く の 正道 だと 考えた 袋 探偵 は、 

またが 

隠して おいた 無音 ォ ー ト バイに ひらりと 跨 ると、 さつ 

きの ク ー ぺ の 後 をめ がけて 大 追跡に 移った のであった。 



すばらしく 鼻の きく 袋 猫々 のこと であるから、 辻々 

に 到れば、 すなわち 鼻 を ひくひく させて、 今 福 嬢の 

のこ リか ひたす 

残香 漂い 来る 方向 を、 嗅ぎ あて、 その 方向へ 驀らに 

すっとば したので あった。 そして 約 十五 分 間 後、 彼 は 

ロザ リ 倶楽部の 玄関に 着いた。 

まぎ 

つづいて 彼 は 倶楽部 内に 紛れ こんだ が、 そこで 彼 は 

十分なる 資料 をつ かんだ、 今 福 嬢に ぴたりと くっつい 

て、 一分 間と いえ ども 離れない かの 豪華版 紳士が いよ 

いよ 以て 烏啼天 駆の 変装なる こと、 この 二 つが 確認 さ 

れた。 

そ y J で 探偵 は、 倶楽部 を 出て、 公衆電話 函の 中に 入つ 



告に とりかかった。 

報告 を 受ける 、 安東 は 叩き つける ような 声で 怒鳴つ 

た。 

「ああ、 分りました。 その 野郎なら 知っています よ。 

どうもい やな 野郎 だと 思って いたが、 僕が 入院して い 

るの を 奇貨 〔# 「奇貨」 は 底本で は 「奇果 匕 として、 あの 

娘 をく どいて いるんで すか。 けしからん 奴 だ、 あの 野 

郎 —— 月 尾 寒 三と いうんで すよ、 そのの つぼ 野郎 は… 

〜」 

「ほう、 月 尾 寒 三です か」 

袋 探偵 はう つかりし ていて、 烏啼の ラブ ：不ー ムを 



「 …… なにしろ、 これ じゃあ 風呂に も 入れません し I 

I 代用 心臓 は 電気で動 いている 器械です からね え。 そ 

れに西 枝と 結婚 すれば、 たいへん 困る ことが 出来 るん 

です。 どうか 先生 烏啼 にそうい つて、 僕の 心臓 を 返し 

て 貰って 下さい」 

「困った ねえ」 

と、 袋 探偵 はいつ になく 困って 返事 をした。 もし こ 

のとき、 探偵の 本当の 感想 を 安東に ぶちまけた とした 

ら どうだろう。 

ク君は 下手な こと をした よ。 君の 心臓 を 奪って いった 

男 を ひどい 目にあわして しまったん だからね。 失恋の 



て、 その代りに 強い 代用 心臓 を 取 付けて やった もんだ 

がぜん たち ま 

から、 君の 恋敵 は 俄然 男性的と 化成して 忽 ち 君 を 恋 

愛の 敗北 者へ 蹴落し まった 〔# 「蹴落し まった」 は ママ r 

ねえ、 分る だろう。 つまり 君 は わざわざ 自分 を 敗北 者 

へ 持って行 くような こと をし たんだ。 バカ だね え」 

「うう ッ、 」 

「本当に バカ だよ 君 は。 君の 恋敵 は 強い 機械 心臓 を 取 

付けて 貰つ て 天の 恵みと 喜んでい るし、 今 福 嬢まで が 

何が うれしい か 喜んでい る。 する に 事欠いて 君 は、 恋 

敵の 弱点で あると ころの 生れつき 弱い 心臓 を、 わざ わ 

ざ 強い 機械 心臓に 変えて やって —— 」 
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